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子どもの笑顔が輝き
勢いのある学校
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変えてくれた ありがとう
か

いよいよ平成３０年度も終わろうとしています。この一年間、甲佐小学校の教育活動に多大なるご
へい せい ねん ど お いち ねん かん こう さ しよう がつ こう きよういく かつ どう た だい

支援、ご協力をいただきましたことに心から御礼申し上げます。お陰様で、ＰＴＡ活動を含めた学校
し えん きようりよく こころ おん れい もう あ かげ さま かつ どう ふく がつ こう

教育活動は、ほぼ計画どおり、確実な成果を残して推進することができました。本当にありがとうござ
きよういく かつ どう けい かく かく じつ せい か のこ すい しん ほん とう

いました。

そろそろ、熊本でもさくらの開花宣言がありそうです。毎年思いますが、暖かくなるのは嬉しいこと
くま もと かい か せん げん まい とし おも あたた うれ

ですし、春が近づくと明るい気分にもなりますが、同時に、どこかで寂しさを感じる時期でもあります。
はる ちか あか き ぶん どう じ さび かん じ き

それは、卒業や転勤等があり、別れの季節でもあるからです。
そつぎよう てん きん とう わか き せつ

今日は、６年生の修了式でした。式では、明治から昭和にかけての思想家・実業家「中村天風」の
き よ う ねん せい しゆうりようしき しき めい じ しよう わ し そう か じつぎよう か なか むら てん ふう

言葉を引用して話をしました。上に掲載しているのは、その内容を短くまとめたものです。少し難しい
こと ば いん よう はなし うえ けい さい ない よう みじか すこ むずか

内容なので、卒業生の心にどこまで届いたのか分かりませんが、私の思いをを真っ直ぐに伝えたい
ない よう そつ ぎよう せい こころ とど わ わたし おも ま す つた

と思い話しました。
おも はな

また、上の内容とは別に、私が、今年の卒業生に御礼とともに一番伝えたいのは次の短い言葉です。
うえ ない よう べつ わたし こ とし そつぎようせい お れい いち ばん つた つぎ みじか こと ば

変えてくれた ありがとう
か

この言葉は、上の文章の中にある「実は、皆さんの今の姿は、私の期待どおりなのですよ。詳しく
こと ば うえ ぶん しよう なか じつ みな いま すがた わたし き たい くわ

は、明日の卒業式で話します。」という文章とつながっています。ですから、詳しい話は、明日の式辞
あ す そつぎようしき はな ぶんしよう くわ はなし あ す しき じ

の中で伝えたいと思います。６年生以外の保護者の方々や卒業式に参加されない方々には、直接お
なか つた おも ねん せい い がい ほ ご しや かた がた そつぎようしき さん か かた がた ちよくせつ

伝えできる機会がなく残念なのですが、この内容だけは、ぜひ式辞の中でだけ、直接卒業生に向け
つた き かい ざん ねん ない よう しき じ なか ちよく せつ そつ ぎよう せい む

て伝えたいと考えています。
つた かんが

これまで、甲佐小学校の顔として、学校を引っ張ってくれた２９名の卒業生。最上級生として一生
こう さ しよう がつ こう かお がつ こう ひ ぱ めい そつ ぎようせい さい じようきゆう せい いつしよう

懸命に頑張る姿や、頼りがいのある姿がありました。
けん めい がん ば すがた たよ すがた

２９名の卒業生おめでとう
め い そ つ ぎ よ う せ い

…君たちはもっている 変える力を…
き み か ち か ら


